
カ
ネ
よ
り
安
全

原
発
か
ら
必
ず
出
る
、
「
死
の
灰
」
と
も
呼
ば
れ
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
。
そ

の
最
終
処
分
地
調
査
へ
の
応
募
を
検
討
し
て
い
た
滋
賀
県
余
呉
町
が
6
日
、
正
式
に
応

募
を
断
念
し
た
。
同
町
が
意
欲
を
示
し
た
の
は
、
ひ
っ
迫
す
る
財
政
の
な
か
、
応
募
段

階
で
支
給
さ
れ
る
多
額
の
交
付
金
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
だ
っ
た
が
、
町
民
は
カ
ネ
で

な
く
安
全
を
と
っ
た
形
だ
。
数
十
万
年
の
隔
離
が
必
要
と
も
指
摘
さ
れ
る
厄
介
な
核
の

ご
み
は
年
々
増
え
続
け
て
お
り
、
国
な
ど
は
早
急
な
候
補
地
探
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

世
界
的
に
も
例
が
な
い
最
終
処
分
。
余
呉
町
の
断
念
は
、
応
募
を
検
討
す
る
他
自
治
体

に
も
影
響
し
そ
う
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
大
島
秀
利
、
森
田
真
潮
】

核
の
ゴ
ミ
処
分
地
余
呉
町
が
断
念

「
住
民
か
ら
、
町
財
政
の

ひ
っ
迫
は
理
解
で
き
る
が
、

財
源
を
こ
の
よ
う
な
方
法
で

求
め
て
ほ
し
く
な
い
と
い
っ

た
意
見
が
あ
っ
た
」
。
余
呉

町
の
畑
野
佐
久
郎
町
長
は
会

員
で
、
そ
う
説
明
し
た
。
住

民
へ
の
説
明
会
な
ど
で
は
、

厳重な警戒の中、貯蔵施設へ運ばれる高レベル放射
性廃棄物。最終処分地の応募はまだない
＝青森県六ヶ所村で01年2月、小座野容斉写す

町
の
将
来
に
と
っ
て
必
要
だ

と
悲
痛
に
訴
え
て
き
た
が
、

こ
の
日
は
、
用
意
し
た
書
面

を
淡
々
と
読
み
上
げ
た
。

畑
野
町
長
が
応
募
の
理
由

と
し
て
挙
げ
て
き
た
の
が
、

町
の
財
政
難
だ
。
実
質
公
債

費
比
率
は
1
9
・
5
％
と
県
内

で
2
番
目
に
高
く
、
人
口
も
、

0
0
年
か
ら
の
5
年
間
で
6
・

8
％
減
少
し
た
。
0
1
年
度
に

1
9
億
7
6
0
0
万
円
あ
っ
た

国
の
地
方
交
付
税
は
、
0
5
年

度
に
1
6
億
7
2
0
0
万
円
ま

で
減
少
し
た
。
長
浜
市
な
ど

と
進
め
た
合
併
構
想
も
破
た

ん
し
、
0
6
年
度
で
2
6
億
1
2

0
0
万
円
（
普
通
会
計
）
規

模
の
町
財
政
を
圧
迫
す
る
。

佃
野
町
長
は
昨
年
1
0
月
、

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構

の
公
募
に
応
じ
る
意
向
を
示

し
た
が
、
県
の
説
得
を
受
け

る
な
ど
し
て
撤
回
。
そ
の
後
、

国
が
0
7
年
度
予
算
概
算
要
求

勿
‥
、
、
止
詣
等
ノ

で
第
1
段
階
の
「
文
献
調
査
」

の
際
に
出
す
交
付
金
を
、
周

辺
自
治
体
を
含
め
年
額
2
億

円
か
ら
1
0
億
円
に
増
や
す
こ

と
な
ど
を
知
り
、
今
年
8
月

に
再
度
、
応
募
の
意
向
を
明

ら
か
に
し
た
。

畑
野
町
長
は
住
民
説
明
会

な
ど
で
、
最
終
処
分
場
の
安

全
性
に
つ
い
て
「
施
設
完
成

に
は
30
年
か
か
る
。
そ
の
間

に
新
し
い
技
術
が
出
て
来
る

だ
ろ
う
」
な
ど
と
説
明
。
一

方
で
、
「
現
状
で
最
後
（
施

設
誘
致
）
ま
で
行
け
る
と
は

慮
っ
て
い
な
い
。
〝
食
い
逃

げ
″
で
汚
い
や
り
方
か
も
し

れ
な
い
が
、
皆
さ
ん
が
同
意

い
た
だ
け
る
な
ら
応
募
し
た

い
」
　
「
国
は
地
方
に
自
立
せ

よ
と
亭
っ
が
、
企
業
誘
致
も

で
き
な
い
余
呉
町
は
自
立
で

き
る
状
態
で
は
な
い
。
こ
ん

な
も
の
で
も
、
余
呉
町
の
た

め
に
な
る
」
な
ど
と
発
言
し
、

文
献
調
査
だ
け
で
も
公
募
に

応
じ
て
、
交
付
金
収
入
を
得

た
い
と
表
明
し
て
き
た
。

容
器
や
粘
土
で
囲
ん
で
固
化

体
を
埋
め
る
。

‥
最
終
処
分
地
の
候
補
地
に

つ
い
て
は
0
2
年
か
ら
公
募
し

で
い
る
が
、
ま
だ
正
式
に
応

募
し
た
自
治
体
は
な
い
。
国

Ⅵ
計
画
で
は
、
最
終
処
分
地

の
選
定
な
ど
に
今
後
2
0
年
、

建
設
に
は
1
0
年
か
か
り
、
処

分
を
開
始
す
る
の
は
2
0
3

0
年
代
半
ば
と
し
て
い
る
。
≠

応
募
ゼ
ロ
、
選
定
が
急
務

現
在
、
国
内
で
は
5
5
基
の

原
発
が
稼
働
し
て
い
る
。
ウ

ラ
ン
燃
料
を
燃
や
す
の
に
伴

い
、
使
用
済
み
核
燃
料
約
1

0
0
0
㌦
が
毎
年
出
て
く
る

計
算
だ
。
こ
の
申
に
、
「
死

の
灰
」
　
（
核
分
裂
生
成
物
）

を
含
む
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

乗
物
が
あ
る
。
高
レ
ベ
ル
廃

棄
物
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
政

府
は
「
健
康
と
環
境
へ
の
害

は
数
十
万
～
数
百
万
年
に
わ

た
り
持
続
す
る
」
と
み
る
。

日
本
で
は
、
使
用
済
み
核

燃
料
を
再
処
理
工
場
で
化
学

処
理
し
て
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

高知県棄洋町も最終処分地調査への応
募を検討している。田嶋裕起町長は「国
家プロジェクトに責献できるし、財政支
援を受けられる」と積極的だ。しかし、
余呉町と同様、核のごみへの不安などか
ら反対の声が強まっている。
同町は、特産のポンカンのほか海の幸
に恵まれ、サーフィンのメッカでもある。
先月19日、サーフィンに打ち込む若者ら
が中心になり学習講演会を開催。「都会
に出た人もいつか戻りたいと患うような
まちにしたい」。そんな声が聞かれた。
東洋町に隣接する徳島県の海陽、牟岐、
美波の3町長は先月21日、「子々孫々ま
で付き合わねばならない重い問題」とし

高知・東洋町も検討
隣接の徳島3町「慎重に」

て田嶋東洋町長に対し慎重姿勢を求める
申し入れを行った。
高知県では、四万十川源流域にある津
野町で今年9月に応募の動きが表面化し
たが、反対運動が強まり、誘致の動きは
止まった。同県の橋本大二郎知事が「巨
額な札束でほおをたたいて、地域に紛争
を起こしながら進めていく国の原子力政
策のあり方に疑問を感じている」と記者
会見で述べた経緯もあった。
最終処分地に名乗りを上げる動きが表
面化したのは、長崎県新上五島町や、鹿
児島県旧笠沙町、同県宇検村、熊本県旧
御所浦町、高知県旧佐賀町、福井県旧和
泉村などがあるが、多くは断念している。

な
ど
を
抽
出
し
た
後
、
残
っ

た
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
を
ガ
ラ

ス
と
一
括
に
固
め
、
ス
テ
ン

レ
ス
製
円
筒
（
高
さ
約
1
・

3
㍍
、
直
径
4
0
琴
）
に
詰
め

る
。
こ
れ
を
「
ガ
ラ
ス
固
化

体
」
と
呼
び
、
今
後
、
毎
年

約
1
2
5
0
本
分
増
え
続
け

る
と
い
う
。
国
内
に
は
既
に

約
2
万
本
相
当
分
が
あ
り
、

2
0
2
0
年
ご
ろ
に
杓
4
万

本
に
達
す
る
見
通
し
だ
。

ガ
ラ
ス
固
化
体
は
、
青
森

県
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工
場

な
ど
の
地
上
施
設
で
3
0
～
5
0

年
間
に
わ
た
り
冷
や
し
た

後
、
青
森
県
外
に
持
ち
出
し
、

最
終
処
分
（
地
層
処
分
）
す

る
計
画
だ
。
処
分
に
あ
た
っ

て
は
、
地
上
か
ら
3
0
0
㍍

以
上
深
い
地
中
に
、
金
属
製

耳
翻
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